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夏休みのニフレルは生きものの赤ちゃんと、夜がおすすめ！ 

①愛称決定！ワラビー赤ちゃんと双子ビーバー、スクスク成長中！

②閉館時間を延長！いつもと違う「夜にふれる」。特別イベントも

大阪府吹田市「EXPOCITY」の生きているミュージアム「NIFREL（ニフレル）」では、この夏誕生した動物

の赤ちゃんたちがスクスク成長中で、お客様に愛らしい姿を見せており、投票で決定した愛称とともに親

しんでいただいております。 

また、8月 4日、5日、18日、19日の 4日間は、閉館時間を 21時まで延長し、いつもと違う館内の雰

囲気が味わえる夜のニフレルを味わっていただくほか、特別イベント「手のひらのイルミナイト」を開催しま

す。 

① 愛称決定！ワラビー赤ちゃんと双子ビーバー、スクスク成長中！

《パルマワラビーの赤ちゃんの愛称は「おはぎ」に決定。》 

 5月 31日にお母さんのお腹のポケット（育児嚢）から初めて顔を出したパルマワラビーの赤ちゃん。現

在では外に出てぴょんぴょんと跳びまわったり、体を掻いたりしていますが、今でもポケットに顔だけを突

っ込む授乳の様子や、ポケットに入って顔や足や尻尾を外に覗かせたりするなど、お客様に愛らしい仕草

を見せています。また、SNSで投票の結果、愛称が「おはぎ」に決定。お母さんの「あん」に包まれてスクス

ク元気に育ってほしいというキュレーターの願いが込められています。

＜パルマワラビーの赤ちゃんについて＞ 

《誕生日》2023年 5月 31日(初めてポケットから顔を出した日) 

《性 別》不明 

《大きさ》体長約 20cm、体重不明（８月１日測定） 

＜愛称投票結果＞ 

《受付期間》 2023年 7月 20日～7月 22日  

《投票総数》 1,605票 

《投票結果》 「おはぎ」 738票、「よもぎ」 514票、「ウル」353票 

報道関係各位 

パルマワラビーの赤ちゃん「おはぎ」とお母さんの「あん」 

（7月 28日撮影) 
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アメリカビーバーの双子 「ソラ」（前）と「マメ」（後）

(７月３０日撮影) 

（
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《双子ビーバーの愛称は「ソラ」と「マメ」。生後 2 か月で体長 2 倍、体重 7 倍に！》 

6月 2日に誕生したアメリカビーバーの双子は、その後スクスク成長し、生後 2か月で体長が約 2倍、

体重は約 7倍になりました。枝葉を前足でつかんで齧って食べたり、毛繕いをしたり、プールで泳いだり

と、親と同じような行動が見られるようになってきました。ビーバーは本来夜行性のため、夕方に巣の外

に出て活発に動く姿を見られることが多いです。 

愛称の「ソラ」と「マメ」には、空のように広く大きく、また大地からのびのびと育つ豆のように、自然の

ままスクスクと成長してほしいというキュレーターの願いが込められています。 

＜アメリカビーバーの双子について＞ 

《誕生日》2023年 6月 2日 

《性 別》不明（成長後、血液検査にて判別予定） 

《大きさ》ソラ 体重 3.4kg、体長 43ｃｍ（８月１日測定） 

マメ 体重 4.6ｋｇ、体長 45ｃｍ（８月１日測定）

※生まれた翌日の体重約 500ｇ、体長約 20ｃｍ（６月３日）

＜双子の愛称投票結果＞ 

《受付期間》 2023年 6月 29日～7月 2日  

《投票総数》 7,651票 

《投票結果》 「ソラ・マメ」 3443票、「ふく・さち」 1913票、 

「ココア・ソイ」 1760票、「なつ・はる」 535票 

② 閉館時間を延長！いつもと違う「夜にふれる」。特別イベントも

8月 4日(金)、5日(土)、18日(金)、19日(土)の 4日間は、閉館を 21時まで延長し、普段と違った雰

囲気の館内と生きものたちの夜のうごきを楽しんでいただきます。 

＜双子の見分け方＞ 

尻尾の幅がソラの方が広く、マメの方が狭い 
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本件に関するお問い合わせは、下記までご連絡ください。 

NIFREL（ニフレル） PR・広報担当 西前、渋谷 

TEL: 06-6876-2204 FAX: 06-6876-2235  MAIL: nifrel.pr@nifrel.jp 

 

～特別イベント「手のひらのイルミナイト」～ 

発光生物の青く光る仕組みを体験していただく実験型のイベントです。試験管に入れた発光物質と酵素を

混ぜ合わせ、まるできれいなイルミネーションのように手のひらで光る様子を体感していただきます。 

 

【開催日時】 8月 4日(金)、5日(土)、18日(金)、19日(土) 

         各日 19:00～、20:00～ 約 15分間 

【場   所】 ニフレル 2F「つながりにふれる」ゾーン 

【定   員】 各回 30組（当日受付、先着順） 

    ※どなたでもご覧いただけますが、体験は先着３０組です。 

【参加費】  無料 ※ニフレル入館料が別途必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生きているミュージアム「NIFREL」施設概要》 

【名   称】 NIFREL（ニフレル）（館長：小畑 洋） 

【運営会社】 株式会社海遊館（大阪市港区、社長：村井 弘幸） 

【所 在 地】 吹田市千里万博公園 2-1 EXPOCITY 内 

【営業時間】 平   日 10：00～18：00 

   土・日・祝 9：30～19：00 

            ※いずれも最終入館は閉館の 1時間前 

            ※状況により変更する場合があります。 

【休 館 日】 年中無休。 ※年に 1回設備点検のための臨時休館あり 

【施設内容】 展示ゾーン（いろにふれる、わざにふれる、およぎにふれる、ワンダーモーメンツ、かくれるに 

ふれる、みずべにふれる、うごきにふれる、つながりにふれる 合計 8ゾーン） 

ピクニックカフェ「EAT EAT EAT」（200 ㎡・112 席） 

   ミュージアムショップ（NIFREL×NIFREL） 

【交   通】 大阪モノレール「万博記念公園駅」徒歩 2 分 

【駐 車 場】 約 4,100 台（EXPOCITY 全体用駐車場） 
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